
診
療
が
必
須
と
な
っ
た
超
高

齢
化
社
会
で
輝
き
を
放
っ
て

き
た
医
療
拠
点
だ
。
日
本
プ

ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会

認
定
指
導
医
や
日
本
緩
和

医
療
学
会
指
導
医
等
の
資

格
を
持
つ
中
島
美
知
子
理
事

長・院
長
と
、
チ
ャ
プ
レ
ン（
病

院
付
き
牧
師
）で
あ
る
中
島

修
平
専
務
理
事
夫
妻
の
医

療
理
論
・
哲
学
と
経
験
、
知

識
が
人
間
性
豊
か
な
運
営
に

表
出
す
る
。
医
師
教
育
に

も
力
を
入
れ
る
。
日
本
緩

和
医
療
学
会
認
定
研
修
施

設
で
あ
り
、
近
隣
の
総
合
病

院
か
ら
臨
床
研
修
医
を
多

く
受
け
入
れ
て
い
る
。

在
宅
ホ
ス
ピ
ス
緩
和
医
療

と
在
宅
総
合
医
療

　

終
末
期
患
者
の
た
め
の

医
療
を
ホ
ス
ピ
ス
と
い
う
が
、

『
中
島
医
院
』の
医
療
・
介

護
体
制
は
、
在
宅
医
療
に

特
化
し
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
包
括
的
重
層
的
に
組
み

立
て
ら
れ
て
い
る
の
が
特
長

だ
。
そ
の
柱
は「
在
宅
ホ
ス

ピ
ス
緩
和
医
療
」と
が
ん
以

外
を
対
象
に
し
た「
在
宅
総

合
医
療
」。「
在
宅
ホ
ス
ピ
ス

緩
和
医
療
」は
、
が
ん
や
難

病
で
現
代
医
学
で
は
治
癒
が

不
可
能
と
み
ら
れ
る
患
者
さ

ん
が
対
象
で
、『
中
島
医
院
』

は
医
療
連
携
に
よ
っ
て
治
す

た
め
の
治
療
と
緩
和
医
療
を

平
行
し
て
進
め
、
天
国
へ
旅

立
つ
ま
で
を一貫
し
て
総
合
的

に
治
療
す
る
医
療
と
な
っ
て

い
る
。

 

「
一
般
に
ホ
ス
ピ
ス
と
い
い
ま

す
と
、
が
ん
だ
け
と
い
う
誤

解
が
あ
り
ま
す
が
、
当
院

の
ホ
ス
ピ
ス
は
国
際
的
な
ホ

ス
ピ
ス
と
お
な
じ
く
、
す
べ

在
宅
医
療
と
い
う
理
想
が
成

り
立
た
な
い
の
で
す
」

　

医
療
の
具
体
的
な
内
容
に

は
、
多
様
な
オ
ピ
オ
イ
ド（
医

療
用
麻
薬
）そ
の
他
の
鎮
痛

薬
、
鎮
痛
補
助
薬
、
携
帯
型

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
注
入
ポ
ン

プ
な
ど
に
よ
る
専
門
的
な
疼

痛
・
苦
痛
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
呼

吸
苦
に
酸
素
療
法
、
動
脈
血

酸
素
飽
和
度
測
定
、
血
圧

脈
波
検
査
、
動
脈
硬
化
指

数
検
査
、
中
心
静
脈
栄
養

法
、
経
管
栄
養
法
、
胃
・
腸

ろ
う
管
理
、
輸
液
、
胃
管
・

尿
管
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
、
超

音
波
検
査
、
24
時
間
ホ
ル

タ
ー
心
電
計
、
骨
密
度
検
査

な
ど
が
含
ま
れ
、
加
え
て
医

療
連
携
に
よ
る
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ

Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
、
上
下
部

消
化
管
内
視
鏡
検
査
、
透

析
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

 

「
在
宅
総
合
医
療
」は
、
が

て
の
人
に
訪
れ
る
人
生
の
完

成
、
永
遠
へ
の
旅
立
ち
に
向

か
う
、
す
べ
て
の
病
気
の
人
々

を
受
け
入
れ
る
、
日
本
初
の

フ
ル
コ
ー
ス
の
在
宅
型
ホ
ス
ピ

ス
で
す
。
愛
す
る
人
々
と
と

も
に
、
住
み
慣
れ
た
わ
が
家

で
、
人
生
を
振
り
返
り
つ
つ

心
安
ら
か
に
満
ち
足
り
、
互

い
に
感
謝
に
満
ち
て
。
も
ち

ろ
ん
そ
の
土
台
と
し
て
、
痛

み
苦
し
み
や
恐
れ
が
な
く
、

最
期
の
瞬
間
ま
で
自
分
ら

し
い
日
々
を
生
き
抜
く
こ
と
、

〈
人
生
を
完
成
〉す
る
こ
と

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。〈
死

ぬ
〉お
手
伝
い
は
し
ま
せ
ん
。

ご
本
人
、
ご
家
族
、
医
療

者
三
者
間
で
き
め
細
か
い
連

絡
、
相
談
を
し
な
が
ら
、
イ

ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト

に
よ
っ
て
、
先
端
的
な
全
人

医
療
を
提
供
し
ま
す
」

在
宅
医
療
で
は
家
族

と
の
小
旅
行
な
ど
も

支
え
る
多
職
種
連
携
・

チ
ー
ム
医
療
介
護

　

ま
た
、
で
き
る
だ
け
患
者

さ
ん
の
自
由
を
治
療
の
た
め

に
束
縛
し
な
い
方
法
を
工
夫

し
て
い
る
。
無
理
で
な
け
れ

ば
、
家
族
と
の
小
旅
行
な
ど
、

日
常
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。

 

「
医
師
を
リ
ー
ダ
ー
に
し
た

医
療
・
介
護
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
24
時
間

３
６
５
日
可
能
で
す
。
苦
痛

へ
の
緩
和
医
療
や
在
宅
で
の

お
看
取
り
に
至
る
ま
で
、チ
ャ

プ
レ
ン
訪
問
な
ど
、
状
況
や

ご
要
望
に
応
じ
た
対
応
を
し

ま
す
。
ま
た
、
看
病
で
疲
れ

た
ご
家
族
の
健
康
管
理
な
ど

様
々
な
ご
相
談
に
も
対
応
し

ま
す
。ご
家
族
が
倒
れ
た
ら
、

祈
り
の
心
で
患
者
支
援

ホ
ス
ピ
ス
の
第
一
人
者

 

「
病
む
こ
と
、
老
い
行
く
こ

と
、
死
に
逝
く
こ
と
と
の
闘

い
を
全
面
的
に
支
援
し
、
全

人
格
の
癒
し
と
高
い
Ｑ
Ｏ
Ｌ

を
め
ざ
し
日
々
の
健
康
管
理

を
支
援
す
る
」

　

１
９
９
５
年
に
東
京
・
清

瀬
市
で
開
院
し
た『
医
療
法

人
社
団
ホ
ス
ピ
テ
ィ
ウ
ム
聖

十
字
会
中
島
医
院
』は
、
こ

の
倫
理
宣
言
に
沿
い
、
終
末

期
患
者
を
は
じ
め
と
し
た
全

人
的
苦
痛
の
緩
和
治
療
や

総
合
的
な
医
療
・
介
護
を

３
６
５
日
24
時
間
体
制
で
実

施
し
て
い
る
。
病
院
で
は
な

く
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
行
う

先
進
的
な
医
療
・
介
護
シ
ス

テ
ム
を
、
外
来
診
療
と
と
も

に
築
い
て
き
た
。
外
来
診
療
、

入
院
診
療
と
と
も
に
在
宅

在宅医療の在宅医療の
モデルとなるモデルとなる
先進的体制を構築先進的体制を構築
終末期疾患の痛みを終末期疾患の痛みを
緩和する治療に力点緩和する治療に力点

中島美知子 理事長・院長
国立信州大学医学部卒。日本内科学会認定内科医、日本プライマリ・ケア連合学
会認定指導医、日本緩和医療学会指導医。また難病指定医、自立支援指定医。

ん
以
外
の
様
々
な
身
体
の
痛

み
、
高
血
圧
や
心
不
全
な
ど

の
循
環
器
疾
患
、
気
管
支
喘

息
や
慢
性
気
管
支
炎
、
肺
気

腫
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ（
慢
性
閉
塞

性
肺
疾
患
）、
低
肺
機
能
症
、

呼
吸
不
全
な
ど
の
呼
吸
器
疾

患
、
変
形
性
脊
柱
管
狭
窄

症
、
膝
関
節
症
、
頚
椎
症
な

ど
の
骨
筋
肉
の
疼
痛
、 

関
節

リ
ウ
マ
チ
、
坐
骨
神
経
痛
な

ど
の
疼
痛
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
や
湿
疹
、
老
人
性
痒
よ

う
症
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性

皮
膚
疾
患
、
前
立
腺
肥
大
、

切
迫
性
尿
失
禁
な
ど
の
泌
尿

器
疾
患
、
逆
流
性
食
道
炎
、

慢
性
胃
炎
や
肝
硬
変
、
慢
性

肝
炎
な
ど
の
消
化
器
疾
患
、

が
ん
に
合
併
し
た
精
神
・
心

身
症
疾
患
、
筋
萎
縮
性
側

索
硬
化
症（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）、
多
系

統
萎
縮
症（
Ｍ
Ｓ
Ａ
）、
認
知

機
能
障
害
な
ど
が
対
象
。

医療法人社団 ホスピティウム聖十字会 中島医院

https://hospice-nakajima.com/
t 8:30～12:00　17:30～19:00（火曜日のみ）　u 木・日曜日・祝日（外来休診）

TEL◎042-495-6727　E-mail◎newhope1@crocus.ocn.ne.jp
東京都清瀬市元町1-3-45



24
時
間
３
６
５
日

 

「
在
宅
総
合
医
も
24
時
間

３
６
５
日
、
電
話
連
絡
を
受

け
、必
要
に
よ
り
訪
問
看
護
、

医
師
の
訪
問
診
療
や
往
診
の

対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
病

状
や
介
護
度
に
よ
り
医
療
保

険
と
介
護
保
険
を
組
み
合

わ
せ
て
利
用
で
き
ま
す
。
ご

自
宅
を
ベ
ー
ス
に
、
医
療
連

携
な
ど
の
活
用
に
よって
、
す

べ
て
の
必
要
な
医
療
・
介
護

が
可
能
で
す
。
ま
た
、
医

療
保
険
で
の
看
護
と
介
護

保
険
で
の
看
護
を
病
状
に
応

じ
て
組
み
合
わ
せ
た
訪
問

看
護
も
主
治
医
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
き
め
細
か
い
連
絡
を
取
り

な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

紹
介
も
可
能
で
す
」

Total Pain

全
人
的
痛
み・

苦
痛
と
は

 

「
当
医
院
で
は
、
痛
み
や
苦

し
み
を
可
能
な
限
り
取
り

除
い
て
、
よ
り
高
い
Ｑ
Ｏ
Ｌ

を
も
って
生
き
抜
い
て
い
た
だ

く
こ
と
を
最
優
先
し
て
い
ま

す
。
痛
み
や
苦
痛
は
、
手

強
い
が
ん
の
痛
み
か
ら
心
や
、

人
間
関
係
や
仕
事
な
ど
が
絡

ん
だ
心
理
的
、
社
会
的
な
痛

み
ま
で
幅
広
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
痛
み
や
苦

痛
は
、
そ
れ
自
体
が
疾
病
と

し
て
私
た
ち
を
む
し
ば
む
性

質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
痛
み

は
、
決
し
て
他
の
病
気
や
傷

害
の
付
録
で
は
な
く
、『
痛

み
』そ
の
も
の
が
独
立
し
た

治
療
対
象
と
さ
れ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
当
院
は
痛
み
や

苦
し
み
を『
総
合
的
、
全
人

 

「
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
緩
和
医
療
」

「
在
宅
総
合
医
療
」を
通
じ

て
、
総
合
的
・
全
人
的
痛
み・

苦
痛
の
緩
和
治
療
に
力
点
を

置
い
て
い
る
の
が
大
き
な
特

長
だ
。

病院付き牧師による医療
カウンセリング。在宅医療
へのオリエンテーションを
得て、在宅医療をスムー
ズに始める。

くつろいだ雰囲気のカウンセリングルーム。

Total Pain
理論を創唱し実践、世界普及した、デイ
ム・シシリー・ソーンダース医師との対談
録画の際に。同医師夫妻と中島修平
牧師、中島美知子理事長、1992年冬
ロンドン郊外のソーンダース医師の自宅
にて。

的
痛
みT

otal Pain

』と
し

て
理
解
す
る
痛
み
学
に
立
っ

て
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
い
う
の
も
人
間
が
痛
む
痛

み
は
、
①
神
経
生
理
学
的
疼

痛
要
因（
身
体
の
痛
み
）に
加

え
、
②
心
理・精
神
的
疼
痛
、

③
死
に
対
す
る
恐
れ
に
代
表

さ
れ
る
宗
教
・
ス
ピ
リ
チ
ュア

ル
な
疼
痛
要
因
、
④
社
会
・

経
済
的
疼
痛
要
因
の
四
つ
の

痛
み
・
苦
痛
の
要
因
が
絡
ん

で
い
る
か
ら
で
す
。
た
と
え
、

治
る
の
が
難
し
い
病
状
で
あ
っ

て
も
、『
中
島
医
院
』は
死
ぬ

こ
と
を
援
助
は
し
ま
せ
ん
。

当
然
、
人
為
的
に
死
を
早
め

る
こ
と
も
し
ま
せ
ん
。
苦
し

み
を
付
け
加
え
て
し
ま
う
こ

と
す
ら
あ
る
最
期
の
人
為
的

な
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人
工

呼
吸
器
装
着
に
も
、
当
院
は

き
め
細
か
い
説
明
・
相
談
を

し
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
、
ご

で
、
チ
ャ
プ
レ
ン
に
よ
る
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョン
・
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
で
、
在
宅
医
療
を
ス
ム
ー

ズ
に
始
め
る
た
め
の
説
明
を

や
質
問
を
し
っ
か
り
受
け
、

納
得
の
上
で
在
宅
医
療
の
契

約
を
結
ぶ
。
在
宅
医
療
が
ス

タ
ー
ト
と
す
る
と
、
患
者
さ

ん
の
状
態
に
合
わ
せ
、
医
師

家
族
の
皆
様
の
意
志
決
定
を

支
援
し
ま
す
。
個
々
の
治
療

法
な
ど
に
つ
い
て
も
、
適
切

な
告
知
の
土
台
の
上
に
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
・コ
ン
セ
ン
ト
で
ご

一緒
に
進
め
ま
す
」

在
宅
医
療
の
流
れ

「
人
生
を
完
成
へ
と

生
き
抜
く
」

　

在
宅
医
療
を
希
望
す
る

場
合
は
、
ま
ず
家
族
か
患
者

本
人
が
外
来
診
療
を
受
診

し
、
医
師
に
相
談
。
そ
の
上

や
看
護
師
な
ど
の
医
療
・
介

護
チ
ー
ム
が
、
病
状
に
応
じ

て
週
に
医
師
が
何
回
、
訪
問

看
護
が
何
回
と
い
う
ふ
う
に

進
め
る
。
ま
た
医
師
・
看
護

師
ら
と
相
談
し
つつ
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
介
護
保
険
に
よ

る
生
活
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
。

介
護
保
険
を
活
用

「
い
つ
ま
で
も
家
族
と

一
緒
に
生
活
し
た
い
」

 

「
多
く
の
高
齢
者
・
患
者
さ

ん
・
家
族
の
皆
様
は
、『
い

つ
ま
で
も
家
族
と
生
活
し
た

い
』と
い
う
、
切
な
る
願
い
を

持
って
い
ま
す
」

　

そ
こ
で『
中
島
医
院
』は

在
宅
医
療
の
ほ
か
に
、
医
院

別
館
で「
こ
も
れ
び
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
」を
運
営
し

て
い
る
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
た

ち
が
医
師
、
看
護
師
ら
と

相
談
し
つ
つ
、
介
護
を
希
望

す
る
高
齢
者（
一
部
は
中
島

医
院
の
在
宅
患
者
）や
そ
の

家
族
の
相
談
を
受
け
、
介

護
保
険
の
具
体
的
な
活
用

を
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し

実
行
に
移
す
。
ま
た
同
じ

清
瀬
市
内
で
、
通
所
介
護

施
設『
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
愛
と
い

や
し
の
家
』を
定
員
一日
20
名

に
て
運
営
し
て
い
る
。
介
護

職
員
は
全
員
が
介
護
福
祉

士
で
、
よ
り
良
い
介
護
を
め

ざ
し
て
い
る
。
入
浴
・
食
事
・

体
操
・
排
泄
・
様
々
な
楽
し

い
活
動
、
ま
た
個
別
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
利
用
者
個
々
人
の
日
常

生
活
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

リ
ハ
ビ
リ
計
画
を
立
て
実
施

す
る
。
体
調
管
理
に
は『
中

島
医
院
』の
看
護
師
が
連
携

し
、緊
急
時
に
は
必
要
に
よっ

て
医
師
の
診
察
、
救
急
車
対

応
も
す
る
。
こ
う
し
て
ご
家

族
は
、
介
護
離
職
・
介
護
失

業
の
心
配
を
軽
減
さ
れ
、
自

宅
で
の
医
療・介
護
に
よって
、

「
い
つ
ま
で
も
家
族
一
緒
に
」

と
い
う
願
い
に
応
え
て
い
る
。

患者さん、ご家族のため
の音楽会。ゴスペル・シン
ガーRay Sidneyとゴス
ペル・グループ、指揮Ken 
Taylor。

後継者中島マリア
美智子医師（左）。
化学療法、緩和ケ
ア、在宅医療、一
般内科担当。

在宅医療は、
365日24時
間。医師の訪
問診療、訪問
看護が対応、
出動する。



日
本
に

「
が
ん
の
痛
み
は
恐
く

な
い
時
代
」を
開
い
た

ホ
ス
ピ
ス
パ
イ
オ
ニ
ア・

現
役
第
一
人
者

　

こ
う
し
た
医
療
・
介
護
シ

ス
テ
ム
を
中
島
牧
師
・
専
務

理
事
と
と
も
に
築
い
て
き
た

中
島
院
長
は
、
１
９
７
６
年
、

現
・
独
立
行
政
法
人
国
立

病
院
機
構
東
京
病
院（
東

京
都
清
瀬
市
）の
若
い
内
科

医
師
の
時
だ
っ
た
。
当
時
は

多
く
の
が
ん
患
者
に
は
暗
黒

時
代
だ
っ
た
。「
告
知
は
虚

偽
告
知
」「
苦
痛
は
症
状
の一

つ
だ
か
ら
、
あ
る
程
度
の
治

療
で
、
あ
と
は
我
慢
」激
痛

の
中
で
昏
睡
に
な
り
、
悔
い

の
多
い
死
別
の
時
代
だ
っ
た
。

中
島（
当
時
・
間
瀬
）院
長
は

そ
の
悲
惨
に
心
を
動
か
さ
れ

て
、
わ
が
国
で
初
め
て
、
経

口
モ
ル
ヒ
ネ（
ブ
ロ
ン
プ
ト
ン
・

カ
ク
テ
ル
）を
癌
末
期
の
痛
み

に
導
入
、
処
方
を
確
立
し

た
。１
９
７
８
年
学
会
発
表
。

中
島
院
長
に
厚
生
労
働
省

よ
り
研
究
費
が
降
り
研
究

班
を
組
織
。
そ
こ
か
ら
全
国

に
こ
の
痛
み
治
療
方
法
が
広

が
って
来
た
。
日
本
に「
癌
の

痛
み
は
恐
く
な
い
時
代
」が

開
か
れ
た
。
さ
ら
に
完
全
な

痛
み
の
治
療
方
法
を
求
め
て

米
国
の
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
医
学
部
に
留
学
し
、
Ｂ
．

ク
ル
ー
教
授
の
指
導
の
下
、

ニュ
ー
ホ
ー
プ
疼
痛
総
合
研

究
所
で
、
脳
外
科
学
、
精

神
医
学
、牧
師
学
、社
会
学
、

心
理
学
な
ど
と
の「
学
際
的

チ
ー
ム
医
療
」に
よ
る
、
が
ん

疼
痛
や
、
難
治
性
の
痛
み
の

治
療
法
を
研
修
。
ま
た
Ｕ

Ｃ
Ｌ
Ａ
で
が
ん
性
疼
痛
の
薬

物
療
法
を
研
修
。
帰
国
後
、

首
都
圏
初
の
ホ
ス
ピ
ス
で
あ
っ

た
救
世
軍
ホ
ス
ピ
ス
の
初
代

ホ
ス
ピ
ス
長
と
し
て
５
年「
入

院
型
」ホ
ス
ピ
ス
医
療
を
実

践
。
そ
の
後
１
９
９
５
年
、

中
島
専
務
理
事
と
、
わ
が
国

初
の
ア
メ
リ
カ
的「
在
宅
型
」

ホ
ス
ピ
ス
、『
医
療
法
人
社

団
ホ
ス
ピ
テ
ィ
ウ
ム
聖
十
字

会
中
島
医
院
』を
現
在
の
東

京
・
清
瀬
市
に
創
設
、
開
業

し
た
。公
私
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー

中
島
牧
師
・
専
務
理
事
は
、

米
国
ア
ズ
パ
シ
フ
ィッ
ク
大
学

神
学
部
、
大
学
院（
学
士
・

修
士
）、
次
い
で
フ
ラ
ー
神
学

大
学
院
で
学
び
修
士（M

.D
iv

）と
牧
師
神
学
博
士
号
を

取
得
。
帰
国
後
、
中
島
院

長
と
救
世
軍
ホ
ス
ピ
ス
・
チ
ャ

プ
レ
ン
就
任
、
終
末
期
医
療

の
研
究
、
臨
床
、
啓
蒙
に
携

わ
って
来
た
。

 

「
患
者
さ
ん
お
よ
び
利
用
者

と
そ
の
家
族
の
人
格
を
尊

重
」「
そ
の
人
ら
し
く
生
き

抜
く
こ
と
を
支
援
」「
人
間

と
し
て
全
人
的
痛
みT

otal 
Pain

や
苦
痛
・
苦
難
か
ら

解
放
さ
れ
心
と
体
の
癒
し
を

支
援
」「
死
に
直
面
し
た
と

き
も
、
共
に
闘
い
、
痛
み
悲

し
み
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

最
後
ま
で
祈
り
の
心
で
支
援

す
る
」｢

小
さ
な
事
を
大
き

な
愛
を
も
っ
て
為
す｣

。「
医

療
法
人
社
団
ホ
ス
ピ
テ
ィ
ウ

ム
聖
十
字
会
」の『
倫
理
宣

言
』に
中
島
夫
妻
と
職
員
40

余
名
の
心
情
、
信
念
が
凝
縮

さ
れ
て
い
る
。

今
と
未
来

「
ま
だ
マ
ダ
ラ
模
様
」の

在
宅
医
療
・
介
護
へ
の

挑
戦

　

現
在
は
当
然
と
思
わ
れ
る

ト
ー
タ
ル
ペ
イ
ン
治
療
。
こ

の
普
及
は一応
全
国
的
に
な
っ

た
も
の
の
、
い
ま
だ
質
的
に

は「
マ
ダ
ラ
模
様
」の
感
も
あ

る
。
な
お
研
鑽
と
深
み
が

必
要
だ
。
後
継
者
の
中
島
マ

リ
ア
美
知
子
医
師
な
ど
と
共

に
、
日
夜
、
献
身
的
な
診
療

と
研
究
の
歩
み
を
実
践
し
て

い
る
。
今
と
行
く
て
21
世
紀

の
日
本
の
医
療
介
護
は
、
歴

史
上
初
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
直

面
し
て
い
る
。
未
曾
有
の
超

高
齢
化
社
会
に
突
入
し
た

現
代
、が
ん
と
認
知
症
等
は
、

医
療
ニ
ー
ズ
の
双
璧
だ
。
そ

こ
へ
新
型
コ
ロ
ナ
な
ど
多
く
の

感
染
症
が
殴
り
込
み
を
か
け

て
い
る
。
健
康
保
険
が
底
を

つ
く
の
で
は
、
と
社
会
に
不

安
が
広
が
る
。

　

世
界
各
地
の
戦
争
と
サ
イ

バ
ー
戦
争
、
暴
動
、
テ
ロ
リ

ズ
ム
、
そ
し
て
気
候
異
変
と

連
動
し
た
経
済
問
題
。
こ
れ

ら
は
、
新
し
い
健
康
問
題
の

温
床
と
な
っ
て
い
る
。
厚
労

省
は
、「
外
来
診
療
」「
入
院

診
療
」と
並
ぶ「
在
宅
診
療
」

を
推
進
し
て
い
る
。
全
国
的

に
は
、
依
然
、
マ
ダ
ラ
模
様

の
在
宅
医
療
・
介
護
へ
の
挑

戦
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
。 

 

（
ラ
イ
タ
ー
／
中
島
修
平
）

音
楽
療
法
を
楽
し
く

 

『
医
療
法
人
社
団
中
島
医

院
』の
も
う
一つ
の
特
長
は
、

「
音
楽
」だ
。
朝
礼
で
も
一

曲
は
全
員
が
歌
う
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
愛
と
い
や
し
の
家

で
も
朝
の
最
初
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
高
齢
者
皆
で
歌
う
。

春
夏
秋
冬
の
歌
、
人
生
の

折
々
の
歌
・
賛
美
歌
な
ど
。

日
本
語
を
中
心
に
、
少
し
ず

つ
英
語
・
ド
イ
ツ
語
・
ラ
テ

ン
語
・
イ
タ
リ
ア
語
な
ど
の

歌
も
混
ぜ
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は

１
３
０
曲
を
超
え
て
い
る
。

歌
う
こ
と
で
よ
く
呼
吸
を

し
、
歌
詞
を
考
え
つ
つ
、
皆

と
リ
ズ
ム
や
音
程
、
テ
ン
ポ

を
楽
し
く
お
仲
間
と
合
わ

せ
る
…
こ
う
し
て
身
体
と
頭

全
体
が
目
を
覚
ま
し
て
き
た

ら
、
体
操
へ
進
む
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
一
部
職
員
の
聖
歌

隊
、N

ew
hope C

hapel 
Choir

が
毎
週
金
曜
日
朝
1

時
間
15
分
の
練
習
を
、
ピ
ア

ノ
・
声
楽
家
・
邦
楽
家（
琴
・

尺
八
）ら
専
門
家
の
指
導
・

参
加
の
も
と
、
細
く
長
く
20

年
以
上
続
け
て
き
た
。
そ
し

て
春
夏
秋
冬
、
ま
た
ニュ
ー

イ
ヤ
ー
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
春
の

イ
ー
ス
タ
ー
で
、
患
者
さ
ん
・

ご
家
族
・
ご
遺
族
と
と
も
に

明
る
い
癒
や
し
の
音
楽
会
を

続
け
て
い
る
。
夏
8
月
の
召

天
者
記
念
式
で
は
、
ご
遺
族

の
悲
し
み
、
ま
た
職
員
に
とっ

て
も
お
別
れ
し
た
悲
し
み
の

癒
や
し
の一助
に
貢
献
し
て
い

る
。

　

心
と
魂
に
と
ど
く
音
楽

は
、
心
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・

ケ
ア
の
素
晴
ら
し
い
担
い
手

と
も
な
る
。

101歳の誕生日
を喜ぶ在宅患者
さん。在宅医療と
介護、家族の看
病や心のケアで、
この日を迎えた。

中島修平牧師
による臨床牧
師ケア。

ソプラノ・ソロ、二見忍さん。ピアノ、米永志奈乃さん。患者や家族、職員の心のケアを音楽会を通して。


